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雲
一
つ
な
い
快
晴
に
恵
ま

れ
た
11
月
３
日
、
卒
業
生
の

集
い
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

ー
２
０
１
５
」
が
開
催
さ
れ

た
。
多
く
の
校
友
が
久
し
ぶ

り
に
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪

れ
、
往
時
を
懐
か
し
み
な
が

ら
、
旧
友
や
恩
師
と
の
再
会

を
喜
ん
だ
。

　
小
宮
多
喜
次
校
友
会
長
、

日
髙
義
博
理
事
長
、

矢
野
建
一
学
長
、
本

多
英
夫
育
友
会
長
に

よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

で
開
会
。
メ
イ
ン
会

場
の
９
号
館
ア
ト
リ

ウ
ム
で
は
、
特
別
展

「
終
戦
70
年
記
念
展

　
専
修
大
学
と
学
徒

出
陣
」
を
は
じ
め
、

パ
ネ
ル
展
な
ど
が
催

さ
れ
た
。
会
場
を
Ｃ

Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｎ
に
移
し
て

開
か
れ
た
懇
親
会
に

も
、
多
く
の
校
友
が

参
加
。
旧
交
を
温
め

る
と
と
も
に
、
専
修

　
授
業
時
に
学
生
の
態
度
を
注
意
し
た
い

の
だ
が
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
あ
た
る
の
で

は
な
い
か
と
躊

ち
ゅ
う

躇ち
ょ

し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

る
。

　
実
際
に
、
遅
刻
し
た
こ
と
を
叱
責
さ
れ

た
学
生
が
教
員
を
訴
え
、
そ
れ
が
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
事
例
が
他

大
学
で
あ
っ
た
と
側
聞
す
る
。
そ
の
よ
う

な
リ
ス
ク
に
萎
縮
す
る
こ
と
な
く
、
授
業

へ
の
妨
害(

私
語
が
う
る
さ
く
他
の
学
生

の
邪
魔
に
な
る
な
ど)

を
許
さ
な
い
毅き

然ぜ
ん

と
し
た
態
度
で
講
義
す

る
た
め
の
指
針
に
つ
い

て
、
私
見
を
述
べ
て
み

た
い
。

　
一
般
的
に
は
、
他
の

大
多
数
の
受
講
者
か

ら
、
特
定
の
学
生
だ
け

を
対
象
と
し
た
侮
蔑
的

な
言
葉
や
態
度
（
た
め

息
を
つ
く
、
肩
を
す
く
め
る
な
ど
）
で
不

必
要
に
不
快
に
さ
せ
る
行
為
で
あ
る
と
認

定
さ
れ
た
場
合
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
加
害

者
で
あ
る
と
し
て
批
判
・
処
断
さ
れ
る
。

逆
に
い
え
ば
、
叱
責
の
み
で
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

ま
た
、
特
定
の
学
生
を
継
続
的
に
叱
責
し

た
場
合
で
も
、
そ
の
継
続
的
な
叱
責
に
正

当
性
（
常
に
遅
刻
す
る
、
い
つ
も
私
語
が

多
い
な
ど
）
が
あ
れ
ば
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

と
は
さ
れ
な
い
。
た
だ
し
、
学
生
に
注
意

す
る
場
合
に
は
、
感
情
的
な
発
言
で
相
手

を
傷
つ
け
た
り
せ
ず
、
毅
然
と
し
た
態
度

で
相
手
に
反
省
を
促
す
こ
と
が
望
ま
し
い

の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
な
お
、
以
上
は
筆
者
の
個
人
的
意
見
で

あ
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。

（
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

 

対
策
室
員
・
本
江
渉
）

教
育
指
導
と

 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
境
界
線

　
諸
岡
良
和
氏
（
も
ろ
お
か

・
よ
し
か
ず

平
９
経
営
）

米
屋
㈱
の
代
表
取
締
役
社
長

に
５
月
27
日
就
任
。
本
社
・

千
葉
県
成
田
市
。
和
洋
菓
子

の
製
造
・
販
売
、流
通
事
業
。

〈
杉
並
支
部
総
会
〉

▽
11
月
17
日
（
火
）
18
時
30

分
〜
▽
京
王
線
浜
田
山
駅
か

ら
徒
歩
１
分
「
中
華
料
理
し

む
ら
」
旴
木
梨
盛
祥
氏
☎
０

３
・
３
３
０
４
・
９
３
２
１

〈
鹿
島
グ
ル
ー
プ
専
大
会
総

会
〉

▽
11
月
17
日
（
火
）
18
時
30

分
〜
▽
Ｊ
Ｒ
市
ケ
谷
駅
か
ら

徒
歩
２
分
「
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

市
ヶ
谷
」（
私
学
会
館
）
旴

中
村
浩
樹
氏
☎
０
９
０
・
１

５
３
１
・
０
１
６
１

〈
市
川
支
部
総
会
〉

▽
11
月
21
日
（
土
）
17
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
市
川
駅
か
ら
徒
歩
３

分
「
市
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
」
旴
宮
崎
実
氏
☎
０
９
０

・
６
０
３
９
・
８
９
０
８

〈
中
越
支
部
黒
門
会
設
立
総

会
〉

▽
11
月
23
日
（
月
・
祝
）
16

時
〜
▽
Ｊ
Ｒ
長
岡
駅
か
ら
徒

歩
10
分
「
か
も
川
別
館
」
旴

貝
瀬
健
氏
　
☎
０
８
０
・
６

５
５
４
・
６
７
６
４

〈
沖
縄
県
支
部
総
会
〉

▽
11
月
26
日
（
木
）
18
時
30

分
〜
▽
モ
ノ
レ
ー
ル
県
庁
前

駅
か
ら
徒
歩
２
分
「
ホ
テ
ル

サ
ン
沖
縄
」
旴
兼
島
力
氏
☎

０
９
０
・
３
７
９
４
・
１
９

１
０

〈
山
梨
県
支
部
総
会
〉

▽
11
月
28
日
（
土
）
18
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
甲
府
駅
か
ら
徒
歩
８

分
「
談
露
館
」
旴
宮
坂
孝
一

氏
☎
０
９
０
・
３
０
０
６
・

２
９
６
９

〈
石
巻
専
修
大
学
学
内
支
部

総
会
〉

▽
12
月
４
日
（
金
）
18
時
30

分
〜
▽
Ｊ
Ｒ
石
巻
駅
か
ら
徒

歩
５
分
「
石
巻
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
」
旴
高
橋
敏
之
氏
　
☎

０
２
２
５
・
２
２
・
７
７
１

６
（
石
巻
専
修
大
学
内
）

募金局からのお願い

　専修大学は、2019年に創立140
年を迎えます。また、石巻専修大

学も、18年に創立30年を迎えま
す。学校法人専修大学では、さら

なる飛躍と発展を期すため「専修

大学創立140年・石巻専修大学創
立30年記念事業募金」（募集期間
15年４月から５年間）を設けて、
広く募集を行っております。

　皆様方の温かいご支援、ご協力

を賜りますようよろしくお願い申

し上げます。

　寄付金のお申し込み、お問い合

わせは「専修大学募金局」（☎03
・3265・3157）へお願い申し上げ
ます。

叙
勲
受
章
者

◇
瑞
宝
双
光
章

力
丸
達
雄
氏
（
昭
48
法

危

険
業
務
従
事
者
）

　
専
大
時
代
は
学
食
で
ア
ル

バ
イ
ト
。
長
ぐ
つ
姿
で
授
業

に
出
て
い
た
。「
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
に
ス
パ
ゲ
テ
ィ
屋
み

た
い
な
食
堂
が
あ
り
ま
し

て
。
授
業
の
合
間
に
働
け
て

食
事
は
出
る
、
交
通
費
も
も

ら
え
る
。
最
高
の
条
件
で
し

た
」。
か
わ
い
が
っ
て
く
れ

た
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
と
年
賀

状
の
交
流
が
続
く
。

　
多
摩
信
用
金
庫
（
東
京
都

立
川
市
）
の
価
値
創
造
事
業

部
長
と
し
て
、
30
近
い
大
学

で
「
多
摩
学
」
を
講
演
し
て

き
た
。
母
校
で
の
初
の
出
番

は
今
年
６
月
、

商
学
部
50
周
年

記
念
の
特
殊
講

義
。「
戦
時
中

は
軍
需
産
業
が

盛
ん
で
、
機
関

銃
を
作
る
技
術

を
転
用
し
て
ミ

シ
ン
製
造
が
盛

ん
に
な
っ
た
」

と
こ
ぼ
れ
話
を

織
り
交
ぜ
な
が

ら
、
30
市
町
村

約
４
２
０
万
人

と
い
う
多
摩
地

－人との出会いが出発点－

多
摩
地
域
を
元
気
に
す
る

 

信
金
マ
ン

 

長
な

が

島
し

ま

　
剛

つ
よ
し

さ
ん

（
昭
63
商
）

▶
　「
ニ
ュ
ー
ス
専
修
」
や
卒
業
ア
ル

バ
ム
で
往
時
を
振
り
返
る

馳
氏
が
文
科
相
に

　
10
月
７
日
に
発
足
し
た
第

３
次
安
倍
改
造
内
閣
で
、
衆

院
議
員
の
馳
浩
氏
（
は
せ
・

ひ
ろ
し

昭
59
文
）
が
文
部

科
学
大
臣
に
就
任
し
た
。
石

川
県
出
身
。
当
選
６
回
。
馳

大
臣
は
21
日
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
を
訪
れ
、
日
髙
義
博
理

事
長
や
矢
野
建
一
学
長
ら
に

就
任
を
報
告
し
た
。

大
学
マ
ス
コ
ッ
ト
の
セ
ン
デ

ィ
と
記
念
写
真
を
撮
る
な

ど
、
久
し
ぶ
り
の
母
校
を
楽

し
ん
だ
。

▶
　
高
橋
さ
ん
（
左
）
と
日
髙

理
事
長

▶
　
感
謝
状
を
受
け
取
る
星
さ

ん
（
右
）

　『
妻
恋
道
中
』『
流
転
』

『
裏
町
人
生
』
な
ど
で
戦
前

に
一
世
を
風ふ

う

靡び

し
、
南
洋
の

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
戦
線
に
散
っ

た
本
学
出
身
の
歌
手
、
上
原

敏

昭
９
経
済

（
１
９
０

８
〜
44
）
を
し
の
ぶ
フ
ァ
ン

の
会
が
10
月
17
日
、
神
田
キ

▲　上原敏の写真をバックに矢野さん（左）

と志生野さん

ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。
会

場
に
は
上
原
の
こ
ぶ
し
を
利

か
せ
た
美
し
い
歌
声
が
流
れ

た
。

　
会
は
長
年
の
上
原
フ
ァ
ン

で
あ
る
矢
野
信
雄
さ
ん
（
岩

手
め
ん
こ
い
テ
レ
ビ
取
締

役
）
が
中
心
に
な
っ
て
毎
年

開
か
れ
て
い
る
。
戦
後
70
年

に
あ
た
る
今
回
は
十
数
年
ぶ

り
に
本
学
で
開
催
さ
れ
、
校

友
会
前
会
長
の
甘
竹
秀
雄
さ

ん
（
昭
33
商
経
）
ら
50
人
が

参
加
し
た
。
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
の
志
生
野
温
夫
さ
ん

が
ナ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
、
参

加
者
は
、
い
ま
な
お
色
あ
せ

な
い
上
原
の
魅
力
を
語
り
合

っ
た
。

▶
　
あ
い
さ
つ
す
る
上
島

支
部
長

創
立
60
周
年
祝
う 

 

足
立
支
部

　
校
友
会
足
立
支
部
（
上
島

嗣
男
支
部
長
・
昭
52
法
）
の

創
立
60
周
年
を
記
念
す
る
式

典
が
10
月
25
日
、
東
京
都
足

立
区
で
催
さ
れ
、
日
髙
義
博

理
事
長
、
小
宮
多
喜
次
校
友

会
長
（
足
立
支
部
顧
問
）
ら

本
学
関
係
者
、
同
支
部
会
員

約
１
３
０
人
が
出
席
し
て
節

目
の
年
を
祝
っ
た
。
式
典
で

上
島
支
部
長
は
、
足
立
支
部

の
歴
史
や
こ
れ
ま
で
の
地
域

活
動
に
触
れ
、「
会
員
の
結

束
力
を
さ
ら
に
強
め
、
足
立

支
部
の
絆
を
強
く
し
て
い
こ

う
」
と
会
員
に
呼
び
か
け
、

決
意
を
新
た
に
し
て
い
た
。

　
石
巻
専
大
の
山
本
憲
一
理

工
学
部
教
授
の
記
念
講
演
や

立
川
談
修
さ
ん
（
平
７
法
）

の
落
語
が
披
露
さ
れ
、
な
ご

や
か
に
祝
宴
が
続
い
た
。

法
人
に
寄
付
の 

３
校
友
に
感
謝
状

　
教
育
施
設
設
備
の
整
備
拡

充
と
教
育
研
究
の
充
実
の
た

め
に
、
学
校
法
人
専
修
大
学

に
多
額
の
寄
付
を
い
た
だ
い

た
校
友
の
高
橋
達
雄
さ
ん

（
昭
26
経
済

千
葉
県
い
す

み
市
）、
星
嘉
宏
さ
ん
（
昭

41
経
済

福
島
県
会
津
若
松

市
）、
磯
崎
眞
助
さ
ん
（
昭

和
35
商
経

東
京
都
東
村
山

市
）
に
、
日
髙
義
博
理
事
長

か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

　
高
橋
さ
ん
は
10
月
19
日
に

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ

た
。
ま
も
な
く
86
歳
に
な
る

高
橋
さ
ん
は
「
専
大
に
は
も

う
一
つ
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」

と
激
励
し
た
。

　
22
日
に
は
星
さ
ん
と
磯
崎

さ
ん
が
来
学
。
業
務
用
調
理

器
具
の
卸
会
社
な
ど
を
経
営

す
る
星
さ
ん
は
、
本
学
企
業

家
ク
ラ
ブ
の
会
員
。
長
男
定

宏
さ
ん
も
専
大
卒
（
平
９
経

済
）
で
「
い
つ
か
大
学
に
は

恩
返
し
し
な
く
て
は
と
思
っ

て
い
た
」
と
語
っ
た
。

　
本
学
の
監
査
人
を
長
く
務

め
た
公
認
会
計
士
の
磯
崎
さ

ん
は
「
大
学
は
厳
し
い
時
代

を
迎
え
て
い
る
が
、
い
い
学

生
を
育
て
て
ほ
し
い
」
と
エ

ー
ル
を
贈
っ
た
。

再
会
を
喜
ぶ
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
２
０
１
５

▶
　
法
人
役
員
ら
と
懇
談
す
る

磯
崎
さ
ん
（
中
央
）

往年の名歌手
　上原敏をしのぶ

域
の
概
況
を
説
明
。
信
用
金

庫
と
地
域
の
結
び
つ
き
を
、

豊
富
な
事
例
で
示
し
た
。

　
学
生
に
説
い
た
の
は
、
志

あ
る
人
が
つ
な
が
り
、
地
域

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
ビ
ジ

ネ
ス
を
つ
く
り
だ
す
出
会
い

の
力
。
高
尾
山
の
人
気
土
産

に
な
っ
た
か
り
ん
と
う
は
ソ

ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
会
社
、

製
菓
会
社
、し
ょ
う
ゆ

の

蔵

元
の
協
力
で
生
ま
れ
た
。
包

装
を
福
祉
作
業
所
が
、
在
庫

管
理
や
配
送
を
シ
ル
バ
ー
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
担
う
。
そ
の

橋
渡
し
に
ひ
と
役
買
っ
た
。

　
東
京
・
北
区
の
生
家
は
ネ

ク
タ
イ
ピ
ン
の
メ
ー
カ
ー

で
、
多
く
の
金
融
マ
ン
が
出

入
り
し
て
い
た
。
父
親
の

「
誰
に
も
で
き
な
い
仕
事
を

し
て
、
替
え
の
き
か
な
い
人

間
に
な
れ
」
と
い
う
言
葉
を

励
み
に
、
中
小
企
業
を
10
年

勉
強
し
て
独
立
し
よ
う
と
信

用
金
庫
へ
。
入
庫
10
年
目
ま

で
に
必
要
な
資
格
を
２
年
目

で
す
べ
て
取
得
し
起
業
に
備

え
て
い
た
が
、「
現
場
を
大

事
に
す
る
社
風
で
、
こ
ん
な

に
楽
し
く
仕
事
が
で
き
る
な

ら
と
考
え
直
し
ま
し
た
」
。

　
価
値
創
造
事
業
部
と
い
う

名
前
の
部
署
は
、
３
信
金
が

合
併
し
た
２
０
０
９
年
に
誕

生
し
た
。
経
営
者
の
高
齢
化

で
廃
業
す
る
事
業
所
が
増
え

る
な
か
、
創
業
者
を
支
援
し

て
新
規
の
雇
用
づ
く
り
を
目

指
す
。「
世
の
中
に
は
面
白

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
っ
た
人

が
た
く
さ
ん
い
る
。
興
味
を

持
っ
た
ら
ぜ
ひ
会
い
に
行
く

と
い
い
。
人
と
会
う
こ
と
が

出
発
点
に
な
る
の
は
、
学
生

も
社
会
人
も
同
じ
で
す
」


